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 平成 28年度「情報関係基礎」解法 

 

第 1問（必須問題） 

 
問１ １番の問題は、基本的な情報に関係する語句の問題です。「情報処理」及び「ビジネス情報」の教科書

をしっかりと学習すれば解ける内容です。 

ア ② （ブレーンストーミング） イ ③（著作）       ウ ⑥（引用） 

エ ⑥ （解像度）        オ ②（ベクタ（ベクトル）） カ ⑧（レーダーチャート） 

キ ③ （拡張子）        ク ②（ウイルス対策）     ケ ○ｂ（セキュリティホール） 

※コ ８             ※サ ２          ※シ ０ 

 

※ 通信速度を問う問題である。 

  1Kbps は、1秒間に 1kｂ（キロﾋﾞｯﾄ）送信できることを意味する。 

 35M ﾊﾞｲﾄ=35,000K ﾊﾞｲﾄ   

1 ﾊﾞｲﾄ=8 ﾋﾞｯﾄなので、35,000K ﾊﾞｲﾄ×8 ﾋﾞｯﾄ=280,000K ﾋﾞｯﾄ 

28,000K ﾋﾞｯﾄ÷560=500 秒 

500 秒÷60 秒=8 分 20 秒 

 

問２ ２進数及び 16 進数の進数計算に関する問題です。 

    ス ②（８２）  

文字Ａ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０（最後の８文字目は１が 2個と偶数なので０） 

      ２３ ２２ ２１ ２０ ２３ ２２ ２１ ２０ 

            ８ ０ ０ ０  ０ ０ ２ ０ 

            ８+０+０+０=８   ０+０+２+０=２ ８２（１６）  

     セ ⑦（８Ｄ） 

 文字Ｆ １ ０ ０ ０ １ １ ０ １（最後の８文字目は１が 3 個と奇数なので 1） 

      ２３ ２２ ２１ ２０ ２３ ２２ ２１ ２０ 

            ８ ０ ０ ０  ８  ４ ０ １ 

            ８+０+０+０=８   ８+４+０+１=１３ １３（10）＝Ｄ（16） ８Ｄ（１６） 

 

５文字の通信した文字を 16 進数から２進数に変換する。  

                16 進数       ２進数            英大文字の文字コード表と対応 

１文字目  Ａ ５     １０１００１０１                    Ｒ 

10 ５を２進数に変換する   （最後の８文字は１が 3 個で奇数なので１） 

２文字目  ８ Ｂ     １０００１０１１              Ｅ 

８ 11 を２進数に変換する   （最後の８文字は１が 3 個で奇数なので１） 

３文字目  ９ ９     １００１１００１              Ｌ 

９ ９を２進数に変換する   （最後の８文字は１が 3 個で奇数なので１） 

４文字目  ８ ６     １００００１１０              × 

８ ６を２進数に変換する   （最後の８文字は１が 3 個で奇数なので１であるが 

偶数の０が入っているので、間違いであることが分かる。） 



                16 進数       ２進数            英大文字の文字コード表と対応 

５文字目  Ａ０      １０１０００００         p 

10 0 を２進数に変換する    

ｘを送信しているので １０１１０００１ 

（x とｐを比較する。4 文字目と８文字目が間違いであることが分かる。） 

ソ ４（４文字目の通信が間違い。）   

タ ①Ｅ（２文字目の文字） 

チ－ツ ４－８ｏｒ８－４（４文字目と８文字目の間違い） 

テ ①（１文字の通信での誤りは、 

送受信ビット列のうち奇数個のビットが誤っている場合のみ検出できる。） 

 

第２問（必須問題）待ち時間の問題である。 
 

問１（表１の内容を図２に記入する。） 

 

                   

 

 

 

 

 

ア ３ イ ０ （図２より客Ｃの待ち時間） 

ウ ３ エ ５ （図２より客Ｄの待ち時間） 

オ ２ カ ２ （図２より客の待ち時間は（10 分+30 分+35 分+35 分=110 分 110 分÷5 人=22 分） 

10 時～11 時までの最大待客数は  10 時 10分～10時 15 分 Ｂ，Ｃ，Ｄ   5分（待ち時間） 

10 時 15 分～10 時 40 分 Ｃ，Ｄ，Ｅ  25 分（待ち時間） 

キ ３  ク ３ ケ ０                        30 分（合計待ち時間） 

 

問２（窓口に２名を配置し、サービス時間を半分にした。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ ７（待ち時間 2 分 30秒+10 分+12 分 30秒+10 分=35 分 35 分÷5 人=7 分）  



問２ 

図３(a) 窓口を２つに分け、人数が少ない方に並び、同数の時は窓口①に並ぶ方法。 

 

 

 

 

 

 

 

サ ２  

シ ０（最も長く待つ客 客Ｄ２０分） 

ス ６（（5 分+5分+20 分）÷５名＝６） 

セ ⑤（窓口①でサービスを受ける客は、客Ａ,客Ｃ,客Ｅ） 

 

図３(b) 窓口を２つに分け、空いている窓口に並び、両方空きの場合は、窓口①に並ぶ方法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソ １ タ．０（最も長く待つ客 客Ｄ１０分,客Ｅ１０分） 

チ ５ （（5 分+10 分+10 分）÷５名＝５） 

ツ ⑦ （窓口①でサービスを受ける客は、客Ａ,客Ｃ,客Ｄ,客Ｅ） 

テ ① （客の到着時刻の順序とサービス時間の順序が常に等しく性質は、（ｂ）だけ成り立つ。） 

 

第３問（選択問題） 疑似プログラムに関する問題である。 
 

 問１ 

 基本ルールをしっかりと考える。 

番号が小さい商品から順に、その商品を入れる箱の中で、番号が最も小さい箱に入れる。 

 条件 箱に入る商品は８ｋｇ以下、一箱９ｋｇ以下でかつ箱に入る量は４個以下 

 

 

 

 

 

 

ア １（4番目(1kg)･･･１番目の箱）   イ １（7 番目(1kg)･･･１番目の箱） 

ウ ３（8番目(2kg)･･･３番目の箱）   エ ４（必要な箱は４個） 



 問２ 

基本ルールに従った作業指示書の疑似プログラム 

 表１ 図３で使用される配列と添字が何か考えれば、答えは導き出される。 

 ｉ：商品の添字 ｊ：箱の添字 

    オ ⑤     カ ○ｂ      キ ⑤     ク ○ｃ      ケ ③ 

 

重さ重視のルールをしっかりと読む 

 番号が小さい商品から順に、その商品を入れる箱の中で、箱に入っている商品の重さの合計が最も大きい箱

に入れる。ただし、当てはまる箱が複数ある時は、その中で番号が最も小さい箱に入れる。 

条件 箱に入る商品は８ｋｇ以下、一箱９ｋｇ以下でかつ箱に入る量は４個以下 

 

 

 

 

 

 

 

コ ２（3 番目(1kg)･･･２番目の箱） 

サ ３（7 番目(1kg)･･･３番目の箱） 

シ ３（8 番目(2kg)･･･３番目の箱） 

ス ３（必要な箱は３個） 

 

 表１ 図３で使用される配列と添字が何か考えれば、答えは導き出される。 

 ｉ：商品の添字 ｊ：箱の添字 

    セ  ⑧ｏｒ⑨    ソ  ⑨ｏｒ⑧    タ  ⑤   チ ⑦   ツ ⑧   テ ② 

 

第４問（選択問題） 表計算の問題です。 
 

問１ 

   学科・学年・生徒番号からユーザＩＤを生成する問題です。 

 

 例）  

 

    ア ①（B2）   イ １ 

 

 問題文：「入学年度」から、列 F の下１桁目を表示する 

 RIGHT（ ア ， イ ） 

  指定した文字列の右端から、指定した文字数を抽出する関数 

   ア には文字列を指定し、 イ には文字数を指定する。 

入学年度（B2）の右端から、１文字を抽出する。 

 

 



    ウ ③（D2）   エ ③（B$2）   オ ⑤（B$3）   カ ⑦（B$4） 

 

 問題文：「学科」から、列 G に学科記号（普通科：ｆ、商業科：ｓ、英語科：ｅ）を表示する 

 IF（ ウ ＝学科記号!A$2,学科記号! エ , 

IF( ウ ＝学科記号!A$3,学科記号! オ ,学科記号! カ )） 

   

数式の意味：もし、 ウ が A$2（普通科）ならば、 エ を表示し、  

               ウ が A$3（商業科）ならば、 オ を表示し、  

それ以外ならば、 カ を表示する。 

 

数式の解説：もし、 D2 が A$2（普通科）ならば、 B$2 を表示し、 

               D2 が A$3（商業科）ならば、 B$3 を表示し、 

それ以外ならば、 B$4 を表示する。 

他のセルに複写したときにずれないために複合番地を指定する 

    キ ④(E2)   ク ３ 

 

問題文：「生徒番号」から、列Ｈに 3桁の文字列として表示する。 

 

      RIGHT(“00”& キ , ク ) 

        ３桁にするために 00 を追加 

           生徒番号（E 列）を利用する 

           最大５桁になった文字列を右から３桁取り出す 

 

 

 

 問２ 

    ケ ５    コ ７ 

   INT(RAND()*ケコ 

          0 以上で 1 より小さい実数の乱数を発生させる関数 

           ケコ には範囲を指定する  

問題文に 0から 56 までの整数→57 種類をランダムに表示  

したがって、ケコ には 57が入る 

       RAND 関数で発生させた乱数を整数値にする 

    サ ０    シ  ２ 

   VLOOKUP(  サ  ,使用文字!$A2～$B$58, シ ) 

                          選択範囲の２列目を指定 

            検索値は他のセルに複写するため、絶対番地は指定しない 

       表や範囲から行ごとに数値や文字列などを検索する 

=VLOOKUP(検索値, 検索値を含む範囲, 戻り値を含む範囲内の列番号)  

                                          １列目 ２列目 



ス  ７   セ  ８ 

 

   IF(AND(MIN(A2～H2)<= ス ,MAX(A2～H2)>= セ ),1,0) 

                     最大値が 8 以上（8～56 が英字） 

           最小値が 7以下（0～7が数字） 

         複数の条件を満たす 

 

    ※ シート５の J2～Q1201 に 7 以下の数字と 8 以上の数字の両方 

      あればパスワードの条件を満たしている 

 

 

    ソ ⑧（S$2～S2） 

 

   IF(S2=1,SUM( ソ ),””) 

    数式の解説：もし、S2 が 1（パスワードの条件を満たしている）ならば、ソの範囲の合計を計算せよ 

    IF(S2=1,SUM(S$2～S2),””) 

                他のセルに複写したときにずれるよう絶対番地は指定しない 

                他のセルに複写したときにずれないようにするために複合番地を指定する 

    タ ○0 （A2）   チ ２ 

 

   VLOOKUP( タ ,パスワード!T$2～U$1201, チ ) 

                           指定した範囲の 2 列目を取り出す 

            A2 の値を検索する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問３  パスワード分析 

 

セルＡ１に入力したパスワードの先頭から順に１文字ずつ選び、セル範囲Ｂ２～Ｕ２のセルに左から順

に表示する問題です。Ｗ２には、パスワードの文字数、B1～U1 には、パスワードの先頭からの文字数を

表す文字数が入っています。  

 

   ツ ④(Ｂ１)   テ ①(＄Ａ１)   ト ④（Ｂ１）   

 

Ｂ２に入力する計算式 

  ＩＦ（ ツ ＜＝＄Ｗ２，ＭＩＤ（ テ ， ト ，１）,””）  

                     パスワードの左から指定ところの文字を 1 文字を取り出す 

パスワードの文字数を超えていないか確認する 

ＭＩＤ関数 

例 ＝ＭＩＤ（Ａ３,５，２） Ａ３の文字列の左端５文字目から、２文字を取り出す。 

 

 

パスワード内の文字の数を表示する問題です。セルＢ３に次の計算式を入力し、セル範囲Ｃ３～Ｕ３に

複写します。 

 

  ナ ⑥(B2)  ニ ⑤($B2～$U2)  ヌ ⑥(B2) 

 

 Ｂ３に入力する計算式  ＩＦ（ ナ ＝””,””,ＣＯＵＮＴＩＦ（ ニ ,  ヌ ）） 

                             B2 と同じ文字の個数を求める 

   

ＣＯＵＮＴＩＦ関数 

  例 ＝ＣＯＵＮＴＩＦ（Ｇ５：Ｇ９,”通過”） 

 Ｇ５～Ｇ９の中で、「通過」と一致するセルの個数を求める。 



パスワード内の連続数する文字の数を表示するため、Ｂ２の中に文字が入っていれば１と入力する問題

です。 

   Ｂ４に入力する計算式  ＩＦ（ ナ ＝””,””,１） 

   ネ ａ(C2)   ノ ⑥(B2)    ハ ａ(C2)   ヒ ⑦($B2～B2)   フ ⑥（B2） 

  

Ｂ２の文字とＣ２の文字を比べて、同じであれば、Ｂ４に入っている数字に１を加える問題です。 

   Ｃ４に入力する計算式   ＩＦ（ ネ =””,””,ＩＦ（ ノ ＝ ハ ,Ｂ４＋１,１）） 

 

パスワード内の文字を左から順に見て、初めて出現する文字の場合、１を表示させる問題です。 

   Ｂ５に入力する計算式  

ＩＦ（ ナ ＝””,””,ＩＦ（ＣＯＵＮＴＩＦ（  ヒ  ,  フ ）＞１,””,１）） 

 

          計算式を複写すると、範囲が広がっていくので、先頭セルに複合番地を指定する。 

 

 【参考】Ｃ５に複写した場合の計算式  

ＩＦ（Ｃ２＝””,””,ＩＦ（ＣＯＵＮＴＩＦ（＄Ｂ２：Ｃ２, Ｃ２）＞１,””,１）） 

 


